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医療事故

`H報

収集等事業  嘔 療安全‖報 No.163」 の提供について

平素より当事業部の実施する事業に格別のご高配を賜り、厚く御ネL中 し上げ

ます.

この度.医療事故情報収集等事業において収集した情報のうち.特に周知す
べき情報を取りまとめ. 6月 15口 に「医療安全情報 No.163」 を当事業参

加登録医療機関並びに当事業参加登録医療機関以外で希望する病院に提,いた

しましたのでお知らせいたします。

なお.こ の医療安全情報を含め報告害.年報は.当事業のホームページ

(http:/“w.med―sofo.jp/)に も掲載いたしておりますので.資管下医療機

関等に周如いただきご活用いただければ大変■いに存じます.

今後とも布用な情報提供となるよう医療安全.1青報の内容の充実に多めてまい

りますので.何卒ご理解.ご協力のほど宜しくお願い中し上げます.



E疲事故情報収実等事業
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2019年に報 書で取り上げた」ニ

医療安全情報
2019年に公表した医療事故情報収集等事業 第56回～第59回報告書の「再発・類似菫例
の分析」で取り上げた医療安全情報のタイトルと主な事例を紹介します。

「再発・類似事例の分析」の詳細は.本事業ホームページに掲載しています。
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No.54 体位変換時の気管・気管切開チユープの偶発的な抜去

◆体位変換時の気普切関チュープの抜去

看額師築 で思者のオムツ交換と更衣を実施した.気督切開チューフと呼吸回路の勧 部を保持しないまま

右側臥位に体位変換したところヨ 管切開チューフが抜けた.(グパルフマスクで換気し.医師が気管切開
チューフを再押入した.

薬剤の取り違え(第2報 )
第]報嬌 安全情細 o.4

0名称類似による処方時の藁剤の取り違え
医師は.前立腋肥大の思者にブルティア鍵を追加して処方することにした.「ザイティガ」と「ザルティア」は.

名称の見た目や発音上の類似点が多いうえ.泌尿器科ではどちらの霙剤も使用されており.電子カルテで

誤つてザイティガ鍵を選択して院外処旗 で処方した.栞局の葉剤師は疑義照会をせす.そのまま綱剤した.

患者m2週 間
'2月

を続けた.病院でのレセフトチェックの際.医療事務の職員が「前立腺肥大」の属名で

ザイテイガ錠が処方されていることに気付いた.カルテを確認したところ.処方間通いが判明した.

持参薬を院内の処方に切り替える際の処方里間違い

0規摘変更時の処方畳間違い
愚者は地 院でクエチアピし碇 25mg 3錠分3を処,iさ ,■てしヽた悩 院にク■チアビン錠25mgのメ月は
なく.同成分で規格の異なるセロクエル]00mg錠が採用されていた.入院当日.医師は持参案から院内の
処方に切嬉 える際.セロクエル 100mg錠を3錠分3で処方した.患者は2回:,用し.傾眠となつた.その
後.4倍里で処方されていることに気付いた.
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電気メスによる薬剤の引火(第2輻)
第 1報:医療安全情報No34

●電気メス使用時のアルコールを含有した消驀 への引大

屡骨の固定を終了した後に

"晦
骨折の手術に移ることにした。その朦.アルコール含有消毒菜 (ステリクロン

WIタノール液0_5。o)で再直皮膚消毒を行った秘 毒部位周囲のストッキネットや覆布に消毒察が染み
込み.乾燿してtヽない状態で電気メスを使用したところ.ストッキネットに引大し.下限外側に5× 10cmの
熱傷を生した.

誤った患者への輸血(第2薇 )
第 1報・医療安全情報No.:1

0輸血投与置前の愚者と血小板の〔|(合の未実施
医師はや 者X(AB型 1成人)の血小板投与を指示した.オーダされた患部 の血小根は磁いていなかつた
,,.看置師はICUにあった思者Y(0型〕小児)の血小板を患者Xの血小板と思tヽ込んだ.患者Yのm小板は
開封清で′

`―
]―申 証は実施されており.再度の人一コードによる認証は行わす思黎 に投与を開始した.

■与確 了して血小板のバッグを廃葵する際に.憲者Yの血小板であることに気付いた.

中心静脈カテーテル抜去後の空気塞栓症

◆透析用カテーテル抜去後の空気詈柱症

忠者は非侵襲

',陽

圧換気療法(NPPV)を行つていた.医師は.患者の上体を約20度挙上している状態で.
右内頚静脈に留置していた逮析月の中心諄脈カテーテル (プラットアクセス)を振去した.数分間圧迫し.

ドレッシング材|ま貼布せずガーゼをあててテープで固定した.その後濾 者tよ徐々に徐脈となり心停止した.

CT画像で右心窒～肺動脈に空気を認め.中心静脈■]テーテル抜濠 の空送 栓症と考えられた.

豪この医燎安全情報は派療事故情報1=集等り案(軍ヤ・ 拗 省補助ゆ末)|=,,いて収集された0円をもヨ
=.本

“

末の
一環として構合評価部会委員の意見〕

=基
づさ.医贅

“

故の発+予防.1,発防,卜のために作成されたものです.
本事来の趣口帯妍 綱については.本ゆ衆永―ムベージをご覧ください.Mt,I′′ww、●.,、てで、ott,_
※この情報の作成も た,.作成時に」。けるi11■性|=ういて1=万全を期しておりますが.その内tiを将来|=わたり採証

するものではありません.

栞この情報|=[療従事者の■■を制限したり[薇

“

事キ【
=表
秘や買任を訴す目的で作遷 れたもので1=ありません.

2019年に報告書で取り上げた医療安全情報

JL

医療事故情報収実等事業 No.163 2020年 6月 。 ・ 。 .

′

番号 タイトル

No.107 第59回

No.110 第59回

No.113 第58回

公益財団法人 日本医療機能評価機構 医療事故防止事業部◆

安全情報

`,●
●
`●

てヽ,●●x

医 療

〒10卜O061 東京都千に田区神日三崎町 41フ 東洋ビル
電話 i03・5217・ 0252(直通)FAX,03・5217・ 0253(口通)
httr:′ .′酬・m。 ,―Sab・す。′


